20180506レムナント教会1部
完全な変化（エペソ2:3-6）
人生を生きる中で、私たちはいろいろな問題、課題を抱えて生きるようになります。普通は、どうすればいいのかを考えます。しかし、クリスチャンの私たちには、神様はこのように望んでおられます。どうするか以前に、神様が私たちに行われたこと、それを考えて素直に認めることから始めることを主は望んでおられます。でも、いままでどうすればいいかと悩み、また、工夫して心配すること、それが当たり前だったので、信者であるのにもかかわらず、ついついそちらの方に行ってしまいがちです。でも、神様が、その問題や課題の前で望まれることは、自分自身に神様がなさったこと、行われたこと、それを考えて心から認めることなのです。言葉を変えますと、神様が行われたことによって、自分自身がどのように変わったのか、その変化をしっかり見つめて向き合い、認めるかどうかという戦いがまず先であるということを覚えていただきたいと願います。そういう意味で、皆さんにいろいろな問題、課題などがあるかもしれませんが、それ以前に、どのような変化が自分自身にあるのか、あったのかということを先に考えるようにしましょう。また、それを習慣にしていかなければいけません。

神様が皆さんになにを行なわれたでしょうか。私たちはどのように変わっているのでしょうか。心から問題を悩む以前に、課題を工夫する以前に、なにを認めればいいのでしょうか。聖書は、それを私たちにしっかりと教えています。神様の行われたことによって、信者は絶望から希望の人生に変わりました。しかも、その絶望は、完璧な絶望でした。皆さんが分かっている以前に、また、想像できる以前に、私たちは、完璧に絶望の状態に陥っていたわけです。悪いことをしていた、失敗をしていた、それどころの話ではありません。私たちがどのような存在、どのような絶望的な状態だったのか、聖書ではこう言われています。あなたがたは、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。つまり、なにをどうするか以前に、もう生まれたときから、神の御怒りがとどまっている状態でした。なかなか認めたくないかもしれませんが、それが真実です。万引きをしたのか、暴力をふるったのか以前に、生まれながらどうしようもなく滅びる運命がもう決まっている状態で生まれたということを、皆さんが勉強して悟れるようなものではなくて、信者である私たちに神のみことばを通して知らされるものなのです。それが聞こえてくることを恵みと言います。これほど絶望的な状態でした。

そして、そのように言われてから、どのように人生を生きていくのかと言いますと、聖書では空中の権威を持つ支配者に従うと言われています。その空中の権威を持つ支配者は、サタンのことです。だれも自分の人生を生きる中で、サタンに従おうという人は、滅多にありません。実際、悪霊につかれてサタン崇拝をする人間がいるのですが、ほとんどの人は、自分の人生を幸せにするため、また、なにかを達成するために、社会のために、家族のために、また、より良い人生のためにという思いを持って人生を頑張ります。しかし、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたので、自分の思いや意志と関係なく、頑張る人は頑張る人なりにサタンに従って、悪ふざけに走る人はそれなりにサタンに従って、サタンに従うしかない、これが運命なのです。こういう状態でした。優れた業績を積み上げる者はその優れた業績をもってサタンに従うようになるしかないのです。家族を養うために、悪いことではありませんが、家族を養いたいという気持ちをもってサタンに従うようになるしかありません。それが私たちでした。どこに希望が見られるのでしょうか。
そして、その証拠がなにかと言いますと、だれもサタンに従うつもりはないでしょうけれども、自分の肉の欲に従いと言われています。そして、もう一つは、世の流れに従いとあります。肉の欲、世の流れです。細かいことをここで言う時間はありませんが、要するに、サタンが作り上げた、また、神様と全く関係ない方向にしか行くことができないのです。良い子で頑張ろうという人はそれをもって肉の欲を満たし、世の流れに従うしかありません。それがサタンに従う証拠です。一度も自分の人生がそういうものだと考えたことがないでしょう。だから、自分がどのように変わっているのかに対しての感謝、感激があまりないのです。今日限り、素直に認めてください。完璧な絶望の状態なのです。なにをどうするか以前に、根本からもう絶望の状態です。サタンに従う、肉の欲に従う、世の流れに従うということは、結局は、神様とは反対の方向、神に敵対する方向にしか行くことができません。これが生きることなのです。頑張っても悪ふざけに走っていても、どっちでも同じです。サタンの奴隷なのです。運命の奴隷なのです。生まれたときから。それで自分なりに目標を定めてこうしよう、これが良い、これが悪いといろいろ自分なりに考えて頑張っていても、悪魔に従うことにしかならないのです。人間は生まれたときからなのです。ですから、私たちは言うまでもありません。「私はそんな悪い人間ではありません」。道徳的に悪くはないかもしれませんが、霊的に、根本的に、神様がご覧になったときには、みな一緒です。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。その人間の内側から出るものは、一点たりとも例外なく、悪以外にはないというのが聖書の証言です。こういう状態でした。このような人間でした。このような絶望的な人間を神様は憐れみをもって、完全なる希望の人生に変えてしまいました。それが聖書のゴスペルです。キリストとともに生かし、というのは簡単な表現でしょうけれども、この完璧な絶望、まったく希望のない人間を、そこから変えるためにキリストである罪のないイエス様が身代わりとして十字架で代価を払い、血を流されて死んでくださったことによって、この絶望から完璧に出られるすべてを完了したというのが全部含まれています。そして、その証拠として、預言どおり、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くと、預言どおりに死の力を打ち破って、３日目によみがえられました。それと一緒にこの絶望の私たち人間をキリストとともに生かしました。この絶望が永遠に終わるようにされたということです。もはやキリストの中にいるものは、絶望とは縁が切れてしまいました。それだけではありません。そのキリストともに、天のところに座らせてくださいました。これもものすごい意味が全部ここに入っています。地上にいるのですが、天の御国の人であり、死んだら天国にしっかり行けるようになるし、今現在も神様と一つになって天と地のものが一つにつながっています。天のところに座らせてくださいました。それがいちばん分かりやすく言われているのが、聖霊が内住するということです。そのような人間に変えられました。うわべはそのままかもしれません。人間的、物理的、肉体的な弱さや欠点などはそのままかもしれません。でも、そういうことと関係なく、完璧な絶望から、完全なる希望の人生へと切り替えられました。造り変えられました。だから、クリスチャンは、なにがあろうが、希望をなくすようなものはありません。もしも希望をなくしているのであれば、希望を失われるような険しい厳しい状況があり、危機があるからではありません。だまされていることなのです。キリストによって神様が私たちに行われたこと、神様によって私たちに現れる変化というものが完全なるものだという信仰がないからです。そうすると、100％悪魔にだまされます。勝利のはずなのにわざわざ負けてあげるのです。そんな必要はないのに。皆さんに現れている、皆さんに起きた変化というものは、90％の半端な変化ではありません。完璧な絶望から完全な希望の人生に変えられました。
どれほど希望にあふれるかと言いますと、7節を見ていきましょうか。「それは、あとに来る世々において、このすぐれて豊かな御恵みを、キリスト・イエスにおいて私たちに賜わる慈愛によって明らかにお示しになるためでした」。また、10節を見ましょう。「私たちは神の作品であって、良い行ないをするために」と言われています。どういうことなのでしょうか。皆さん自分自身が、もう絶望が終わり、希望の人生、希望の存在になっただけではなくて、他の人の希望の鍵、希望のポイントなのです。世の中の希望は、皆さんにかかっています。そういう存在になりました。他の人、世の中の希望の鍵とするために、わざわざ聖霊様が皆さんの内側に入って、永遠に住まわれることにされたのです。覚えていてください。私たちは、学校のクラスメートや職場の同僚と競争する存在ではありません。完璧な絶望の中にいる彼らに希望を与えるための存在なのです。つまり、証人として、良い行いのために。これが福音宣教です。福音宣教の他には、世の中の人に希望はありません。どんなに世の中が発展しても、そこに希望などはありません。本当の世の中の絶望がなにか分かっていれば。キリスト・イエスの中にあってこのように変えられました。皆さんに覚えてもらうために申し上げますが、地獄から天国に変わったわけです。そのみことばをしっかり握って噛みしめて感謝するようにならないといけません。
このことに対して、これから皆さんは、一点たりとも疑ったり、中途半端になったりしないようにしましょう。全き確信を持ちましょう。なぜでしょうか。このような変化のために加わっていたものが何かというと、私たちのものは一切ありません。神が大きな計り知れない愛のゆえに、恵みのゆえに、神からの賜物、プレゼントです。９節では、だれも誇ることのないためにと言われています。人間が誇ることができないというのは、言葉を裏返しますと、人間のなにかによるものではない。人間のなにかによってこの変化などに影響などはないということなのです。皆さんがどんな存在なのか、なにをどうするのか、いまの状況とこの変化とは一切関係ありません。100％神様の行いです。だから、皆さんによって揺れる必要はありません。何かによってこれを行う理由はありません。いつでもどんなときでも24時間、365日、一生の間、全き確信を持たないといけません。どういう確信でしょうか。完璧な絶望から、完全な希望の人生に変えられているという確信です。その確信のゆえに、私たちはこのような答え、結論を導き出せるようになります。

それが何かというと、「なるほど。これから信者である私の人生には、いままでとは違う人生を支える人生の軸が出来上がっているのだね。完璧な人生の軸というものが、私たち信者にはあるのだね」ということです。この完全な変化を疑ってはいけません。これは絶対動かないもの。釘で刺されているものです。この軸というものが絶対なのです。奪うこともできない、揺るがすこともできない軸というものがあります。クリスチャンの人生、だれにも許されている軸です。その軸は何でしょうか。完全なる変化、全き確信をもって考えたときに、このような軸が出来上がります。もう形成されているということは、分かるようになります。だから、私は幸いな者、私は幸せな者です。これが軸です。天にある霊的すべての祝福をいただいている者です。心の貧しいものは、幸いな者です。天の御国はその人のものだから。イエス様がペテロに言いました。バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。イエス・キリストを信じる人には、皆さんの想像をはるかに超える完全なる変化が起きています。自分は神様の行いによって、キリストによって変えられている者だ。どのように変わっているのでしょうか。地獄だったのに天国です。絶望だったのに絶望することができない、絶望に絶望する全き希望しかないのです。それと同時に軸が出来上がっています。私は伝道者です。この二つのことが、クリスチャンの人生の大きな軸なのです。体で言いますと、背骨にあたるものなのです。これは動きません。また、動かすこともできません。ただそれが動いたかのようになるのは、皆さんの心が揺れ動いているだけであって、それは絶対に動かないものなのです。これを軸にしないといけません。ほとんどクリスチャンが、クリスチャンだということが分かって礼拝はささげているのですが、人生の軸が違うものなのです。自分の昔からの夢を軸にしていたり、自分の哲学を軸にしていたり、子どもを軸にしていたり、暖かい家庭を軸にしていたりいます。そういうものは、すべて崩れて腐っていくものです。クリスチャンの人生の軸は、欲望でも野望でも夢でもありません。自分はいつまでもどんな時でも幸せな者です。絶対、幸せな者です。そして、自分は、どんな状況でも、どこにいても、どんな時でも、伝道に用いられるために生かされている最高の人生、いちばん崇高な人生が許されている伝道者なのです。小学校１年生のときでも80歳の老人でもこれは人生の変わらない軸です。これをしっかり軸になった意識をもって、その軸に私がしっかり自分自身を縛り付けること、これを信仰、祈りと言います。いろいろな状況、問題の中で、ときには失敗もあるかもしれません。ときには過ちを犯すときもあるかもしれません。しかし、この軸は変わらないので、そのすべてをこの軸に縛りつけないといけません。すでに行われています。
ですから、これから皆さんが希望の人生に変えられて、これをまた取り消すことはできません。アマゾンで注文した場合、合わない時は返品も可能ですが、この変化は返品も何もできません。一回限りで終わりです。この軸をしっかり握って、信者にとっていちばん大切なこと、重要なことは、なにをどうするかではなくて、この軸に自分を縛り付けて揺れないことです。これからこの軸に自分を縛り付けて、皆さんのこの軸を揺るがそうとしているものと徹底的に戦うようにしましょう。これが信者のやるべきことです。なにが揺るがそうとするのでしょうか。いろいろある中で私たちが気をつけていないとあらゆるすべてがこの軸を揺るがそうとします。揺るがそうとしても揺れるものではないのですが、私たちの心から揺れてしまうのです。そうすると、悪魔がその隙を狙って入ってきて、分別もできないようにぐちゃぐちゃにしてしまうのです。自分がだれなのかも忘れるように。その揺るがすもののいちばん代表的なものが、人間です。人によって左右され、人が良くしてくれるか、悪くされるか。人につまずき、人に試みられたり、いろいろなことがあります。教会の中でも牧師も人間、皆さんも人です。人は頼りの相手ではありません。それなのに、良いか悪いかの評価の問題ではなく、良かったとしても悪かったとしても、問題はそれによってクリスチャンの変わらない軸そのものがぶれてしまうのです。そういう時は、思いきり悪いか良いかということを計算せずに戦わないといけません。どのようにでしょうか。レムナントの皆さんに言いました。イエスはキリスト。私は幸せな者。すべては終わった。サタン、去れ。全部サタンの働きです。皆さんを心配させるもの、疑いを与えるもの、いろいろな内容、それはこういう問題の前でしょうがないのではないかと思うかもしれませんが、クリスチャンは軸があるので、いま軸がぶれる最中なのです。それは悪魔の働きです。だから、女の子孫が蛇の頭を踏み砕いたということを思い出さないといけません。ぶれないように。関係によってこれを揺るがそうとします。環境が恵まれている、厳しい、険しい。これが良い、悪い。不平不満いっぱいあります。そのようなときに、それが改善されるかどうかは気にせずに、軸がぶれることを気にして、しっかりその軸に自分を縛り付け、イエスはキリスト、私は幸せな者、すべては終わった。サタンよ、去れ。それから、自分の弱さや失敗、あるいは、自分の優れたところ、自分のいろいろな条件、自分の限界などによって、それが良いか悪いかは別の話です。でも、その前にそれによってなぜ軸がぶれるのでしょうか。イエスはキリスト、でも、私は幸いな者に違いありません。それが軸です。絶対にぶれてはいけません。やってみてください。その戦いがないので、こんなにメッセージをたくさん聞いているのにもかかわらず、メッセージを通して恵まれて、アーメンと涙を流したのにもかかわらず、悪魔が逃げないのです。戦ってください。蛇の頭を踏み砕いたのだから、譲ってはいけません。そんなもんでしょう。皆そうだよ。それは皆で、クリスチャンは違います。戦うように。信仰告白を持って立ち向かってください。
なぜでしょうか。私たちは伝道者として生きていかないといけないので、足をすくわれて邪魔になることは許してはいけません。ですから、この軸をしっかり握って、なにをしても伝道者として臨んでください。今日一日、普通の一日ではなくて、伝道者として今日の一日に臨んでください。皆さんの勉強、仕事、職業、どのように臨むのでしょうか。どんな仕事なのか、どんな勉強なのか以前に、伝道者として学校に行き、伝道者として仕事場に。これを譲ってはいけません。軸ですから。そこでどのような伝道の働きがなされるかは後の話であって、私は伝道者として臨むわけです。皆さんに関わりのある人々がいらっしゃると思います。それをただ見ているのではなくて、伝道者としてその関係を見ないといけません。すべてを伝道者として。それから、いま申し上げましたように、いろいろな問題が起きます。事件、事故、いろいろあるかもしれません。とまどわずに伝道者として問題に臨まないといけません。これから皆さんの残りの人生、未来、将来について、伝道者として考えないといけません。最終的には、死そのものも、死ぬか死なないかではなくて、伝道者として死と向き合わないといけません。すべてなにをするにしても伝道者として臨むように。これを譲ってはいけません。しかし、様々なものが私たちの軸を揺るがそうとします。皆さんの今までの勉強の知識も頭の計算によって考えるとすぐにだまされてしまいます。これは一秒も迷わずに、イエスはキリストと戦わないといけません。軸にしっかりと自分を縛り付けないといけません。パウロも言いました。私がみことばに縛られてという表現を使いました。このように私たちが戦うほど、皆さんが思っている何億倍以上、変えられています。うわべにだまされないでください。皆さんの未熟さなどにだまされないようにしましょう。いつも申しあげているように、キリストの十字架、キリストの血潮を馬鹿にしないようにしましょう。皆さんが、この軸をしっかり信じることができるほど、イエス様の十字架と血潮の力は十分なのです。皆さんが、絶望など一生相手にしなくてもいい存在に変えられました。それぐらいの力はあるのです。皆さんの小さなキャパシティで判断したり評価したりしないようにしましょう。みことば、キリストを中心にして。悔しくないでしょうか。神様はもちろんすべてご存知の上で動かされる方ですが、人間的な表現で申し上げると、「完璧に変えたのに悔しいな。琴美、なにしているの。ゆりか、なにしているの。違うよ。もう変わったのだから」「でも、いま環境が…」「でも、私はこんなにダメなところがあって…」。違います。神様はたぶん悔しがられているでしょう。人間的に申し上げると。これからはできる限り、神様に悔しがられる人にならないようにしてください。

いま皆さんそれぞれ、現実にいろいろあると思います。家庭の問題、個人的な悩みを抱えているなど、いろいろな課題があるかもしれません。ときには、取り返しのつかないミスを犯しているかもしれません。そのありのままでいいのです。それを変えようと頑張る以前に、ありのままただそれに邪魔されずに、そこで必ず接続詞が必要です。But。私に家庭の問題がある。いま病気がある。私にはこういう弱さがある。こういう悪い習慣がある。自分の力ではどうしようもない悩み事がある。そのままでいいです。アリのままでいいです。しかし、イエスはキリスト。すべては終わった。私は幸せな者。サタン、去れ。レムナント訓練のときには言いませんでしたが、ここまでやる理由は何でしょうか。最後の最後に、サタン、去れ。伝道。私たちには伝道が用意されているのに、余計な何かに捕らわれる理由がないわけです。だから、イエスはキリスト。私は幸い。すべては終わった。サタン、去れ。僕には伝道がある。ありのままでいいです。この軸を譲らないようにしましょう。
そして、時間をもうけて、この変化、別の言葉で祝福を深く考える時を持ってください。どこまで考えればいいのかというと、外見や問題は変わっていなくても、それを深く考えたときに心からこの世が与えるものとはまったく違う、心から喜んで平安が湧き起こって、世の中の人は理解できない微笑みがそのときまで十分できます。刑務所の中でも、癌にかかっていても死の恐怖の中でもこの喜びを味わうことができます。つまり、皆さんは何ものにも負けることができない最強の存在です。それを深く考える時間を持ってください。そして、ありのまま、その都度、その都度、常に、これをどうしようか、あるいは悪いな、いつ変わるのだろうかということを考えずに、すぐさますぱっとイエスはキリスト。この軸に皆さんを縛り付けるようにしてください。そして、時間を特別に設けてください。10分でも30分でもいいから、この変化、地獄から天国に変えられた変化、悪魔の奴隷だった運命に縛られていたものが、聖霊が内住する天のところに座らせてくださいました。この祝福を深く噛みしめて考えてみてください。心から沸き起こるまでです。それを力と言います。それがないと勉強も全部方向はずれになるし、なにかがあるたびについついだまされてしまいます。現実に勝てないのです。

そして、どんな状況でも構いません。無条件、伝道を考えてください。疑わず躊躇せずに。伝道する、しないという意味ではありません。無条件、伝道を考えてください。これは軸ですから。皆さんに、いままでにない神様のすばらしい祝福の力と証拠が与えられることを信じてお祈りいたします。
（祈り）
父なる神様。恵みを感謝いたします。今日、サタンのだましごとにだまされずに、キリストによって神様の自分自身になさったこと、その祝福が絶望から希望の人生へと完全なる変化であることを確認して、全き確信をもって、人生のしっかりとした軸を握って霊的な戦いに勝利できるようにひとりひとりを導いてください。偽りの父、悪魔のだましごとに見事に勝利できるように、どうか助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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